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今回は 5 種の本邦未発表種を含んで34'種を報;Eする p 第 I 報で報告した 241 種とあわせて 248 種とな

ったが，まだ多くの未解決の種が筏されている二とはL 、うまでもないさ

菌類目録 (List 01 fUllgi) 

ASCOMYCETES 子裂菌類

Cordyceps militaris (し) LτXK. 

和名:サ十ギタケ分布汎分布種

資料: X -1 , 1954 , leg. l'け日 (F. 3863) 

Helvella lacunosa FIt.. 

和名 クロノボリリュウ，クロアミガサタケ 分布:欧，北米，中米， !ffi:日本(北，本州〉

資料 vト 18 ， 1954 , leg. 1' 01口 CF. 3630) 

Helvella elastica Bn.L. ex FI;. 

和名:アシボゾノボリリュウ，エポシ芦ケ分布:欧，北米， ilff: 日(北，木1'i'1)

奈料: X---15 , 1955 , (I ~lλZET，r) 

BASIDlOMYCETES 担子菌類

Clavariaceae ホウキタケ科')

Clavaria aurea FR. 

和名.コガネホウキタケ(食，1') 分布: r0: ，北米， !ffi:樺太，日本(北海道，本州)

資料 X'-12 , 1954 , leg. T01([ (F. 3887) 

C. Broomei CO'I"rox et WJI KEl<'. 

和名:コアラホウ守主ケ(食，!， T) 分布・欧，北米， !l五:日本(北侮道，本合1 '1)

資料: X-12 , 1954 , leg. TけKT (F. 3889) 

C. cristata FIL 

(1) 保護部長 (2) 保護部樹病手|悶瀕研究室員
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手口名.カレエダ、タケ(食， T) 分布:欧，北米， im: 日本(北ìiJj道，本州〉

資斜 X-12 , 1954 , leg. TOlロ (F. 3890) 

C. grandis PECK 

和名サキジロホウキタケ(食， T) 分布北米， iII\:日木(北海道，本州〉

資半千 三 12 , 1954, leg. TOKI (F. 3891) 

Clavaria aurantio・cinnabarina SCH�. 

Tr. Am. Phil. Soc. 4; 183 (1832)ーCorner， Clavaria and allied ge田ra 358 (1950) 

C. Schimadai I ì\fA!, Tr. Sapporo Nat. Hist. Soc. 11 ; 41 (1929) 

C. Miyabeana I 'r(一)， ibid. 11 ; 72 (1930) 

手口名.ベニナギナタタケ (T) 分布.亜:日本(北ìflJJ払木チ11)

主量殺: X-12 , 1954 , leg. TOKI (F. 3892) 

C. strﾍcta Fr.. 

和名.チヤホウキタケ(食， HーL) 分布: r9~，北米， IH\:日本(北海道，木州〉

主主耕 三一12 ， 1954 , leg. TOTcr (F. 3896) 

Boletaceae イグチ科

Suillus granulatus (FH..) KUK'l'ZE 

手口名:チチアワタケ(至。 分布: 1女，北米，亜:日木(全土〕

資料 >;:-12 , 1954 , leg. TOKI (F. 3937) 

Polyporaceae サルノコシカケ科

Polyporus ovinus SCIIAB1'l'. ex FR. 

和名.ニンギーョウタケモ f キ 分布:欧，北米，亜:日本(本州D

資'jSf: X , 1953 , leg. TOKT (F. 3231) 

Agaricaceae マツダケ科

Acanthocystis renﾏformis (Fn..) KﾜBXDR 

Contrib. I-Iymen. , (1926) 

3) ホウキタケ属の種の検索

子実体l土分岐する. ・・ ・・・・・・・ ー ー....... .・ ・ a ・・・・・・・・ 町・・田・・ー . . • • . . . • . . • • • 1 
子実体l土分ilÞ乏しないで，多数議坐する. .‘ー ー・ ・ ........................2 

1 胞子堆は白色，子実体は白色，胞子は平滑.......................... • カレエ〆タケ

1 !I包子堆は黄褐色.. .・・・・・・・・・・・ a ・・目 .•• . ・ 6 ・・ー ..• . ・ 町 .................3
3 子実体は地とに発生し，一般に大きい............. .・・・ ・・・ー・・......... .... ...... 4 

3 子実体は腐朽材上または落葉上に生じ，小7fJ~中等大，通常支褐色・・・・ーー・ ー・・ ..5 

4 平実体は:J;I;I白色あるいは淡実包で，先端務紅色. • ・・・.. .・・・・・・ー・ー ・・ ・・・・・・・・ホウキタケ
4 子実体は全体黄金色あるいは母支色目・・・・・・・・・ ー・ーー・ーー・...... .コガネホウキタケ
4 子実体は波掲色あるいは赤褐色で，先別白色 ーーーー ー......... . サキジロホウキタケ
4 子実体は全体主主褐色ないしi濃掲色・・・・・・ー ー・ーー ー ーーー ・...... . コアラホウキタケ
5 広葉樹上に生ずる. . ・・・・・・・・・・・田・ー........ .目・ ・・ 0 ・・・・・・ ・・ ・ ー ・・チヤホウキタケ
5 針奨樹上に生ずる .., . ー・・・・・・・・ ・田 e ・・・・・・・・・・ a 田・・・・目....... .チヤホウキタケモドキ
2 子実体は黄色，胞子は亮状ー・・・・・・..， .・・・・・・ ....• .・・・・・・・・ . . • . . . . .キソウメンタケ
2 一手実体は白色で，老後先端から淡貨色に着色する................. . シロソウメンタケ

2 子実体は紅色で，扇平，胞子はJよ形・・・・・・ー・・・・ ・ ー ..••..•..• .ペニナギナタタケ
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Pleurotlts reniformis F J:., Icon. , t. 89 , f. 3 (1867-1884): Hymen. Eur. , 177 (1874)-Sacc. , 

Syll. Fung. , 5 : 365 (1887)ーCooke ， Ill., pl. 286-R白， Brit. Basid. , 448 (1922)-Pilát , Atlas 

Pleurotl日， 33 (1935) (New to Jap.) 

j日IJ~寺芸が長く，さじ形をJiiするが，のち傘がしだL 、に発注してしゃもじ状になるつ傘は巾1.2~1. 7cm ，

梢綿鼠色，表面は平らで，帝聞かL 、ビロー

ド状を呈するコ I勾は白色で i浮い;相;jは淡

l火色で，垂g: し，密で rlJ狭L 、;茎l 土傘 I-=-

完全Lこ側生して，長さ 0.4~1. 2 ， rlJ 0.3 

~0.8cm ， 淡j夫褐色で，基部に白い毛が

生える;胞子は 7.0~9.5x3.5~5μ ，

白色， 楕円形， 平滑，アミロイドでな

い cystidia は多数， 40~77 x8.5~ 

14.5μ ，紡錘形，肢が「手く，先端部に結晶

のさやを方ゐぶる;傘の表面にも cystidia

があるが，それは郁lのものよりも細長く

76~91 x 5~7 1" ，給状~長紡錘形，結品

質のさやを中央部まで深くかぶり，結晶

によって数木ずつ頭を寄せ集められてい

るものが多L 、;肉は厚いゲラチン胞があ

り寸その中を国

ポフプ0 ラ樹上にltUf，

和名:ヒメムキタケ〔新称)

分布: rx , i[IT:日木 L本:1'fn

資料 Y'-19 ， 1948 , leg. TOKJ 

(F. 530) 

考家.木前l土 A. myxotriclzum 

も ?f
oυ 

o 20 

Fig. 1 Acallthocystis reniformis (Fn.) KÜHxn: , 
Spores (aì, cystidia 0ロ the surface of 

pileus (b) and gills (c) , aロd the radial 

section of pileus(d)(gelatinous layer(g)). 

ヒメムキタケの胞子と，傘 (b) と制 (c) の

Cystidiaおよび傘のl折I百， (g) はゲラ千ン明

(L��'.) KiilL'\EI: に最も近緑のものであるが，それは白色のきのこである、また!反がJßうが，棋の色が似

ているために，一見小形のヒラタケを連想させる A. 何日ifo1'nlÎs の記載によれば腎臓形であるが，本菌

は上;;liのようにしゃもじ形を呈し，形が巡ってはL 、るものの，ほかの特徴によって同定した

Ag'aricus silvaticus FR. 

和名:十オモリノカサ(食， T) 分布ー欧，北米，亜:トルゴ，日本 (本チ|し北海道〕

資格 YI-23 , 1953 , leg. TOI汀 (F.3161) 

Amanitopsis clarisquamosa bLn 

和名:シロウロコヅルタケ(会? T) 分布:亜:日本 f北海道，本1'fD

資料: X-12 , 1954 , leg. TOKI (F.3883) 

Col1ybia longipes (Fn. ex BULL.) Qub,. 

Champ. Jura Vosg. , 1: 92(1872) -Gil l., Champ. F r., 311 (1878l-R白， Brit. Basid. , 
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327 (1922')-Lange , Fl. Agar. 

Dan., 2 : 9 (1936) 

Marasmi悶 longiPes QU Í-;r.., Fl. 

myc. , 321(1888)~Ko~H.. et MAlJJH，・，

Icon. Sel. Fu昭.， pl. 217 (1933) 

ll�cidula longiμS BOURSIER, Bull. 

Soc. Myc. Fr. , 15: 333 (1924) 

Agaricus longiPes F Il., Epicr., 81 

(1836): Hym. Eur., 110 (1874)ー

COOKE, Ill., 182 Agaricus ρudens 

PERS. , Myc. Eur. , 3 : 140 (1828) 

cystidia は紡錘形，巾 14~26μ，傘お

よび茎の表団にピロ{ド状の毛が生え

る勺この毛l土膜が厚く， 針状で ， tt部

はやや太く， r� 12~20μ，胞子l土球形，

9~11μ，アミロイドでなし、。

和名:ビロウドツエタケ〔新穀]::，食

T) 

分布: I{í~，北米， 1m: 日本(本州、1)

資料: \1-23 , 1953 , leg. TOKT 

(F. 3165) 

記事:木簡は川村氏(食菌と守if菌

(1931) 97) がアシナガタケという手口名

をつけているが Mycenajうolygramma

もアシナガタヶ υl!村浩一:原色日木菌

獄図鑑 4 : 413 (1954))であるから，混

同を避けるために本菌に新和名をつけ

た。図は今関:原色キノコ， pl. 32にある J

Cortinarius purpurascens FJ:. 

和名:フウセンタケ(食， T) 

分布・欧，北米，頭.日本(北海j首，本州)

資料: "1-4 , 1954 , leg. TOK1 CE. 3942) 

c. vibratilis FJL 

b 

a 

。

Fig. 2 Coliybia longipes (Bur,r,. ex Fn.) Ql:h. 
Hairs on the surface of pileus (a) , 
cystidia (b) and spores (c). 

ピロウドツエタケの傘の表面の毛(a) ， cystidia 

(b) よおび胞子 (c)

辛口名.キアブラシメヂ f食， T) 分布: !Kí:， 北米，耶:日本(北海道，本州、\)

資規 :xー12 ， 1954 , leg. Tmロ (F. 3894) 

Entoloma clypeatum (L.巴x FH..) Qub,. 

和名:シメヂモドキ ()II村)，ウラベニシメジ(白井) (食， T) 
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分布: l{j~，北米， iIft:日本 (北海道，本州)

資料 X-12 , 1954 , leg. TUKr (F. :~898，広葉樹林内): 1\"-20 , 1955 , leg. '1' ()1汀 (F.4128)

本菌はかつて向井光太郎博士が E. grayanum としたものと同じである i 梨畑，桃対II または村1);の木の下

i::'_''[: える__ , 5 月ごろのキノゴで一見シメジ L頴似し，食lil:こ供して美味である。

Flammula spumosa (FH..) lVIn W-TI. I, 

和名:キ十メツムタケ (食， T) 分布: Iω欧d吹九;ふ， 北主木{i::七， if硫H硫jj_ トノルレコ円' 日木(付1北ゴ七tiíJ似}道，木 j判

t資笠桝 :n一2お3 ， 1953 , leg. TりKT (F. 3168) 

Galera lateritia (Fn..) QUﾍ-:L. 

手口名:キコガサ芦ケ (T) 分布: l-0~，北米， HlL 日本(本州-1 : 

資斜 V -15 , 1955 , leg. TりKI (F. 4062) 

Gomphidius g-lutinosus (Sl: lIλEI'T.I FH. 

平日名 シロエノクギタケ(食， T) 分布: I{;く，北米， ilE 日本(本州j

資料: X-12 , 1954 , leg. TUKT (F. 3904) 

lnocybe aureostipes Y. KOJL¥ YλドT

ポn名・カパイロトマヤ戸ケ〔新利;) (T) 分布: iIIi: 日本(本少1 -1)

資糾: X-12 , 1954 , leg. TOKI (F. 3909) 

Inocybe cincinnata (FJL) Ql: Í-;J,_ 

辛口名 クロトマヤタケモ J: キ('1') 分布: Iv: , m\: 日本(本州j

資料 X-12 , 1954 , leg. T川口 (F. 3910) 

I. rimosa (Fn.) QVﾍ-:L. f. squarrosa Y. Kり J l.\Yλ訂

和名:トサクレアセタケ(新税F) 分布:耳E: 日本(本州、J)

資糾 X-12 , 1954 , leg. Tm,r (F. 3911) 

Kolanea hirtipes (FI{.) QU Í-:I ,. 

和名イノモさウラモ J: キ(食， '1') 分11] ・ l吹，新 日本 f本1'1-1)

資料: X-12 , 1954 , leg. '1'OKT (F. 3919) 

Omphalia fibula (Bl;r.J..) QUﾍ-:L. 

和名.ヒナノヒガサ(蘇) 分布.欧，北米， ，衰， nE: 日フド(本ナI -L，

fを料 X-12 , 1954 , leg. T川口 (F. 3920) 

Pholiota squarrosa (Fll.) QUﾍ� .. 

和名 スギタケ(食， L) 分布:欧，北米，亜・シベリヤ，日本 f北海道，本州j

資料: \1-18 , 1954 , leg. TりKT (F. 3577) 

Pleurotus ostreatus (Fll.) Qub，・

末日名.ヒラ芦ケ(食， B-L) 分布: Iに北米， i豪，i!E シベリヤ， トルコ，巨木(北海道，本州)

資桝: V-23 , 1953 , leg. TOKr (F. 3173) 

Pluteus nig-roflocculosus (SCJlULZ.) KﾒT:<:EH 

FL AnaL Champ. Supér., 420 (1953) 

? Agaricus umbrosz日 PEH ;;l.， Ic. et Descript. , 1: 8 , tab. 2, fig. 5 (1798): Syn. , 358 (1801) 
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Cコ

a 

Fig. 3 Pluteus nigroflocculosus(SClIUJ,z.)Kò-TXElt 
Cystidia (a) , ma訂rgin凶 cells (b) and spores 

( c). 

グロフチシカタケの cystidia (a) と marginal(b) 

cellおよび胞子 (c)

-BEI!'KI~I ，JèY ， Outl叶 141 (1860)ー

FH. , Hnr. Eur. , 186 (1874)ーCOOKE ，

Ill., tab. 306 

Pluteus umbrosus QU ÍèJ,., Chmp. 

]ura Vosg. , 3: 437 (1875)-SACC. , 

Syll. Fung. , 5: 667 (l887)-BHES. , 

Fung. Trident. , 2 11, t旦b. 116 

(1892)ー(non Rickeロ， Lange , Rea) 

Plute附 cervinωvar.問nbros附

QUÍ"" , Fl. Myc. , 187 (1888) 

Pluteus ce仰inus (Fn. ex SCHAｭ

EFl" ,) Quíú,. subsp. atromarginatus 

KOXH,., Notes critiques in Bull. Soc. 

Myc. F r., 43 (1927)-Koxlt. et MA-

UBL. , Ico口. Sel. Fung. , pl. 19(1927) 

Pluteus cervinus var. b Rick. , 

Blätterp. , 276(1913)-L\xGE, Agar. 

Denm. , 3 : 5 (1917) 

傘は径 6~8cm ， すげ笠状，セピヤ色

(Light Seal Brown) を呈し，表面f土中

央部が鱗片状で，周辺部は繊維状，肉は

白色で，軟かL 、;制は隔生， rfJ広〈前部

尖り， 部く， やや密， 色は淡澄褐色

(Light Pinkish Cinnamon~Cinnamon) 

であるが，縁は黒褐色を呈する;茎は 4~GXO.7~lcm， ほとんど上下同大，傘と同色か淡~'o 炎面は繊

維状であるが下部鱗毛状， 1勾は充実して白色 ;11包子被は淡いl主l 色をおびたj1JE I!!.(Pale Pinkish Cinnamon); 

胞子は惰円形~広樗円形， G.5~8x4.5~5.5; cystidia は 7G~6x12~24μ，紡銭形で，尖端は大!.fr3 (国

のかぎ状に分岐する marginal cell は裂状で，巾 15~20μ，褐色の内界を含む。針葉樹の倒木上に叢生

するc

和名 クロブチシカタケ(新初、) (N-L，食〉分布，欧 ， n王国日本(本1'1D

資料 X-18 , 1953 , leg. TOI口 (F. 3227); \'1-17 , 1952，東京日此休試情内， leg. TOKT , CF. 

2964) 

考察:従来 P. umbrosus PE!(!'l.の解釈に二つの1えがあるコすなわら， ーは QU Í-:LET ， BRE~，\1、ULA

の解釈であり， I也は RICKEN， RJ叫， L，\NGJè の解釈である。このために学名の使い方に混乱が起るが，こ

の混乱を:Eけるために KONJし叩および MAUJ: LAXC は QuÍn，E'l'の umbrosus に刈ーして atro附(arginatus

とし、う名を与えたものである勺また ST-，GJm も atromargiηatus を f\ëって Pluteus cervinus v日r.

。tromarginatus ST""G. とし，その後，種に昇絡して P_ atromarginatus (SrxG.) Ki:rlxER となったの
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であるが(I:f:l典不明)，最近 KÙHSIèIt は atromarginatus 以前の名前を見出したためか日igroflocculOSlts

(SCHULZ.) KÜIIXm~，なる学名をm"、ている 詳しい出典は不明であるので調査の後いずれ報告する。

P. cervÎnus は木菌に近似のものであるが，褐巴の marginal cell がなく，広奨樹に生えることで異なる 0

・方 ， P. umbroslIs sens. RrCK. ，土木菌と同様に褐色の marginal c巴 11 があるが， cystidia の沿端に鈎状

の突起がない。

Stropharia rugosoannulata FARLOW 

和名 サケヅパ主ケ (T) 分布.北米， !1五 日本(北海道，コドナト1)

資料 V ， 1954 , leg. bUZEKI (F. 3552) 

フド菌は畑地の耽肥をいれたところに出る 傘は 15cm にも達し，ヵ、なり大形なキノコであるェ 今l刻 l 工

]1:[ニ[じ(青森) .l也万の牧場で，草原や歩道上に点々とある馬糞 kに本菌がしばしば発生しているのを見た 3

同県下では氏周にしているとのことであるご

Tricholoma saponaceum (Fn.) QUf;L. 

Champ. Jura Vosg. , (1872)ーGru. ， Champ. , 107 (878)-MASS. , Brit. Fung. F l., 3 : 

196 (1893)-RrCE::. , Bläterp. , 343 (1915)-REA , Brit. Basid. , 227 (1922)-Kmm. , Champ. 

de France, pl. 97 (1952) 

Agaricus sa，ρonaceus F H.., Observ. Myc. , 2 ・ 101 (1818)-COOKE , Ill., 88 (New to Jap.) 

傘は 3~6cm， 市円笠状，市福淡禄色，表面は平滑で， F年雨時にはやや粘性を借び，ややßJ~mu性，肉は

淡緑色，傷つけば淡j1)/i色に~る;却ilは湾生し，はじめ淡緑色であるが，のちあせて白色になり，傷つけば

桃色に25る y やや政で立iJい， .::茎は 5~lO xO.7~1 cm , 下ほど太くなるが， i.主々にして1客業rj" iこ深く根を

下し，基部が非常に細まることもあるご灰白色で，上部借緑色，平滑，2;1;部は白色綿毛で叡われ，触れれ

(ま桃2をする。内部は繊維状の肉があらくつまるコ肉も傷つけば桃Zをする;沫はなく，療の央を感ずる;胞

子は卵楕円形，平滑で， 6~6.5X4.0~5.0μ 

和名・ミドリシメジ(新称) (食， N-T) 分布: Iv~ ， .rfli: 日本(本州j

資料: X-4 , 1951, leg. TりK1 (F. 2936); Xー10 ， 1949，長野県小 I}長官ß富士山 leg. hlλZ. 

et TOKI (F. 1484) 

考察: T. luridurn , T. album ，土木菌に似ているが，初Hが!2色しないものであり，また T.saρ011鉱山間

var. sq即日osum は菜がJた色の鱗状であることで異なる !ぷ江氏の Triclzcloma sp. , ，ドリシメヂ(忠則

菌輩学 808 図， 811 図; 限色ヰ定員辞典(松浦) p. 14 , Pし 12) は;記載l土不完全であるが，本種であると

思われるので，その和名を疑問したご川村氏の T. atro・v:rescens Kλ1γ川[(il(λ ，モエーギシメジ(原色日本

菌類図鑑， p. 451, pl. 435) もおそらく同じ種類であろう二

Russulaceae ペニタケ科

Russula lepida FH.. 

Epicr., 355 (1836)-GrLL. , Champ. F r., 235 (1878)ーCOO1山， Ill., 994-REA , Brit. Basid. , 460 

(1922)-BR,ES. , Ic. Myc. , 10: 413 (1929)-LASGE , Stud. Agar. Denm. , 6 : 32 (1926) - Mλ-

UDL. , Champ. F r., 130 (1952) (New to Jap.) 

傘は 4~6cm ，半球形かあるいは中央部やや凹み，赤血色を呈し，平滑で. 'f，占りがなく，往々にして肉質
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Fig. 4 Spores of Tricholoma 

saponaceum (FJ:..) QUÉr,. 
きドリシメヂのJI包子

Fig. 5 Russulla lepida FJ1.. 

Cystidia on the gills (江) and 
pileus (b) , spores (c). 
アカフチベニタケの摺と傘の
表面の cystidia と胞子
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市まで鱗状にtf.リれる。|去lは厚くて，硬く，白色で!2色しない。町、は

刺戟的で，清涼な味がする (KÜHXEl:はこの味を La saveur est 

comme mentholé巴といってし、る) ; 抑lは直生で， 淡いクリ{ム

色を呈し， 縁が先端から 2/3 ほど赤く縁どられる，松，業11 5~8 

x2~2.5cm ， ほとんど上ド同犬，表面は白色で，赤色をちらす。 I~I

は白色で，磁く，充実，胞子紋は白色， JI包子は 7. 5~9 x 6. 5~7. 5 

μ ， 広楕円形~類球形， æ状，j，Eはやや網目に連なる，アヨロイ

ド cystidia は紡錘形， 京;渇色， 80~100x8~10μ ， 傘の表面

は菌糸状の毛が密生し，その中に cystidia がある亡 それは荒筋色

で太さ 5~7μ

和名:アカフチベニタケ C~粉、ì (食〕 分布: r吹， i[Ji日本

(本州〕

資料 Xー12 ， 1984, leg. 1'OK1 (F. 3931) 

考察: R. rosea は本菌I斗l'活に近縁のものであるが， 味がな

く傘の表面に cystidia もなく，菜および制の縁が赤くない R.

emetica var. Clusii は制の縁が赤いものであるが， 正体が不明の

もので‘あって1\1.\PI:L\XC 氏も， 種々に解釈された奴:間種として

いるρ また R. Cypriani GrLL.，も制の縁が赤いが， KりXH.. et 

MAnu，.は R. ros仰の呉fうにしている c

Russula pseudodelica LAXGE 

Stud. Agar. Denm. , 6 : 27 (1926): Fし Agar. Dan. , 5 : 5 

(1940) (Nεw to ]ap.) 

傘は 3~12 cm , 、P'Í(形後中央U~み，表面白色で中央部汚1ft橘色

を主し，平滑，無毛で ， ;f:ii らない 表皮は剥げない勾は白色で，

I硬いご味は辛L 、;初lは菜に l在生して，はじめ白色，あるいはやや青

巴を市びるが，完熟H寺になって急にクリーム色を呈する。密で， r� 

はやや狭L 、;茎は 3~5.5x 1~2 cm ， 上下同大で，表面白色， j!正毛

で，質が硬L 、;胞子紋:土クリ{ム色;胞子は 6.5~9x4.0~6.5μ ，

!ぷ楕円形，死状で， 沈はやや網 IJ に連絡する; cystidia は紡錘形

で， 50~80 x 3~ 12μ 

手口名:カラシロノヅ(新称) 分布: Iv~ ， ItJi:日本(本州)

資料: X-l, 1954 , leg. 1'OKT (F. 3877); X-12 , 1954, 

leg. 1'OKf (F. 3933)-\111 , 1953，青森県1iWt軽若f，醗ケ場(八甲田

山)， leg. TOKt (F. 3451) 

考察.木商は R. delica , R. jゅonica HOl¥Go(Acta Phytotax. 

Fig. 6 Russula 戸'seudo.delica Geobot., 15 : 102 (1954) シロハヅモドキ，に非常にイ以ているもの
LλXGE. Cystidia and spores. 

カラシロ m ツの cystidia と胞子 であるが， T有者vt胞子が白色のものであり，後者は味が辛くない点



浅川実験林のキノコ u (今関・土岐)

において区別される。また一見 LactarÎus がρeratus に非潟に似ているものである〉

Russula senecis I)lλI 

平日名:ォキナクサハヅ (T) 分布:!ffi一 日本(本州，北海道〕

i':fi31. : X -12, 1954 , leg. TりIζT (F. 3935) 
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本菌ft Russula joctcns に非常に似てるものであるが傘の表面が敏状で，茎の表面と祈lの縁に濃褐色

の祉がある点で区別されるがこの特徴はかJ時特に顕著である z

Russula uncialis PECK 

向名:コアケボノハツ (T)

分布:欧，北米， !J!i: (本州，北海道)

資15十: \11ー18 ， 1954 , leg. TOKT (F. 3578) 



- 58 ー 林業試験場研究報告第 87 号

Higher Fungi of Asakawa Experiment Forest. II. 

Rokuya Ii¥[AZEKI and Seiichi TOKr 

(R駸um�) 

In this pap巴r ， the writ巴rs report 35 sp巴cies ， among which 5 species are new to ]apanese 

fungus flora. 

(1) Acanthocystis 陀niformis (FH.) KÜHNE I!, 

This fu口gus takes a口 appearance of small sized Pleurotus ost問at悶 This has a close 

relation to A. myxotrichum, which is a white fungus. 

Description: Pileus 1.2~1.7cm， spathulate at first , th巴口 obrotund ， surface f1at , brownish 

grey, minutely villose; flesh white, thin; gills pale grey , d巴current， crowded , narrow; stem 

lateral , 0.4~1.2xO.3~0.8cm ， pale grey, strigosely villose at the bぉ巴; spore 7.0~9.5x3.5~ 

5.0μ ， white , ellipsoid , non.amyloid; cystidia abundant , 40~77 x 8.5~14.5μ ， fusiform , thick. 

walled , covered with crystalline sheath at the apex; cystidia on the surface of the pileus 

76~91X5~7μ ， more slender than thos巴 of gills ,. clavate or long fusiform , sheathed to the 

middle part; hyphae in the gelatinous layer perpendicularly arranged. 

(2) Pluteus nigroflocculosus (SClIULZ.) KﾜHNJ':H 

This species resembles to P. cervinus , P. umbrosus sens. RrcKEN but differs from the 

former by having brown marginal cells and growi口g on the coniferous wood , and from the 

l呂tter by having th巴 hooked cystidia. 

(3) Tricholoma saρonaceum (Fn..) Ql:T'L. 

The pla口t becomes pinkish everywhere when rubbed. It is a commoロ species in ]apa. 

nes巴 red pine woods. 

(4) Russula 1ψida FH. 

This species is a pretty blood.red fungus and red on the edge of gills. Taste is peculiar 

昌nd is like peppermint. 

Microscopical observation: spo問 7.5~9 x 6 .5~7.5μ ， broadly ellipsoid or subglobose , 80・

mewhat reticulated warty, amyloid; cystidia fusiform , ochraceous, 80~ 100 x 8~ 10μsurface 

of the pileus ar巴 covered with hyphal hairs, among which there exist ochraceous, 5~7μ 

thick cystidia. R. rosea resembles this species but has no cystidia on the surface of the 

pileus and no taste. 

(5) Russula ρseudodelica LA~GE 

Pil巴us 3-12cm , coロvex， then depressed at the ce口ter， white, tinged with ochraceous at 

the center , smooth; flesh white , solid; taste acrid; gills adnate, whitish or bluish at first , 

then cream color, crowded, somewhat narrow; stipe 3~5.5x1~2 cm, whit巴， sol id; spore' print 

cream color; spore 4.0~6.5x6.5~9 1-', broadly 巴llipsoid ， verrucose , somewhat anastom口sed;

cystidia fusiform , 8~12 x 50~80μ. 

This species resembles R. delica , R. Ja戸onica HONGO (Acta Phytotax. Geobot. , 15 : 102, 

1954) but is easily distinguishable from the former by cream colored spore and from the 

latter by acrid taste. It takes 旦口 appearance of Lactarius Pilうeratlω.

(6) Russula senecis l:iIrAI, ]ourn. Fac. Agric. Hokl王. Univ. , 43 : 344 (1938) 

This species resembles R. joetens but differs by being rugose on the surfac巴 of pileus 

and by having dark brown dots on the surface of stem and on the edge of gills. 


